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□ 安心してデータを活用できる
社会に

　私は数学と暗号技術について、研究をして
います。数学では暗号技術に応用するための
数学も、基礎理論としての数学も扱っていま
す。暗号技術での大きなテーマは秘密計算で
す。秘密計算というのは、プライバシーや企
業秘密などのために、データをすべて開示で
きない場合であっても、高度な暗号技術を用
いることで、必要な分析や計算を行えるとい
うものです。例えば、最近では、個人の遺伝
子診断が手軽にできるようになってきまし
た。しかし、診断のためには診断会社を信頼
して、利用者が自分の遺伝子情報を預ける必
要があり、中には抵抗を感じる人もいます。
秘密計算の技術を使えば、遺伝子情報自体
は秘密にして、診断結果だけが得られるよう
になります。これはあくまで一例で、他にも
幅広い応用先がある技術です。今の世の中に
は公開できないという理由から、上手く利用
できていないデータが多く存在するので、そ
ういった様々なデータに対して、この技術を
適用することで、安心してデータを有効活用
できる社会を実現したいと考えています。

□ 数学から暗号技術へ
　私は、子供のころから算数、数学が好きで
した。問題が解けると単純に嬉しかったです
し、また、問題へのアプローチの仕方や、理
論の理解の方法が十人十色でも、答えが正し
いかどうかがはっきりしているというのが性

に合っていたのだとも思います。大学院で
は、理論として数学の研究をしており、応用
目的の研究ではありませんでした。大学院を
卒業するときに、研究室の先輩から、産業
技術総合研究所で暗号技術の研究をしてみ
ないか、と声をかけていただいたことがきっ
かけで暗号技術に携わることになりました。
そうして、12年間産業技術総合研究所に勤
めた後、縁あって今年から教員として大学に
戻ってきました。計数工学科は工学と数学
を組み合わせた研究を行う学科で、自分の
これまでの経験を活かしていけると考えてい
ます。

□ 数学を経験したことで見えてきた
「工学」

　今私が研究していることが、実際に世の中
で使われるかもしれない、というところに、
何物にも代えがたい喜びがあります。世の中
にある問題は初めから存在しているというよ
りも、むしろ自分で世の中を観察することで
見つかるものだと思います。技術でそういっ

た問題を解決するためには、まずはその技術
を使えるような問題に落とし込むことが重要
です。例えば、力学の技術を使うときは、実
際の状況を力学の問題の形に落とし込んで、
それから解決策を探っていきます。こういっ
た一連の作業に私は研究の面白さを感じて
います。学生時代は数学の研究をしていたの
で、いきなり別の暗号技術の分野に移るとい
うことは、新鮮ではありましたが、ものの考
え方や価値観、研究の方法論が違うので、慣
れるまでの時間がかかり大変でした。数学で
問題を解くときは、解けるか解けないかが重
要です。一方で、工学で問題を解決するとき
には、技術的には解決できるものであって
も、コストがかかりすぎたり、利用者にとって
使いにくいものであったりして、実際には解
決できないこともあります。このように、数学
の時とは違って、問題の解決のために様々な
要素が絡んでくることに、初めはなかなかイ
メージがわきませんでした。学生の皆さんも
就職した際に、卒業研究や大学院の研究と
異なる内容や分野に取り組んでいく人は多い
と思いますが、慣れるまで辛抱強く取り組む
ことが重要です。

● 研究生活の一日
　例えば講義のある日は、午前中に大学院の講義を受け
て、その後、夕方18時くらいまで研究室の先生方、先輩方
とディスカッションしながら、実験室で実験を行っていま
す。私は、高速ミラー制御や高速ビジョンを用いたシステム
の研究を、主に拡張現実感（AR）に向けて行っています。
この研究により、ダイナミックプロジェクションマッピング
（激しく動き回り、変形回転する物体への投影技術）の発
展が期待されています。今後、拡張現実がもたらす世界観
が、多くの人に身近なものになっていってほしいです。

● 計数工学科の魅力
　計数工学科は、数学と様々な工学の分野の関わりについ
て学べる学科だと思います。数学が好きな人だけでなく、将
来従事したい研究分野が決められない人にもおすすめでき
る学科です。数理学の基礎分野に加えて、音響、画像、脳
科学、生物学、コンピューティング、VR/ARなど様々な分野

の授業を受けることができ、さらに懇親会等のイベントで先
生方と友好を深める場が多いです。大学院進学時に研究室
が正式に決まるので、それまでに多くの先生方の話を聞い
て、興味のある研究分野を入念に絞ることができます。

interviewer：竹下 明宏 interviewer：竹下 明宏
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縫田 光司 准教授
数理情報第1研究室
1978年埼玉県生まれ。2006
年東京大学大学院数理科学研
究科数理科学専攻博士課程修
了。専門は数学と暗号・情報セ
キュリティ技術。2018年より現
職。

■計数工学科
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三河 祐梨 さん
情報理工学系研究科
システム情報学専攻
石川妹尾研究室
修士1年

● 計数工学科に入った理由
　計数工学科の強みは数学を道具として重点的に扱うこと
です。私は以前から言語に興味があり、大学1・2年生の中
で様々な外国語を習得していくうちに、異言語間の文法的・
構造的な比較に興味を持ちました。そして考えを巡らすうち
に、そのような言語の性質やルールは数学的に記述できそ
うだと直観し、数学を使って言語と向き合いたいと考える
ようになりました。学科を調べるうちに計数工学科では「言
語工学」というまさに自分の興味に近い学問分野の研究が
できることがわかり、計数工学科に進学しました。今後、大
学院からは実際に言語の研究室に所属します。

● おすすめの講義「数理情報工学実験第二」
　4年生の夏学期に行われる実験で、計数工学科で扱う
様々な学問分野に関係する複数のテーマの中から興味のあ
るものを一つ選び、グループワークで分担して実装してみよ
うという内容です。私の班は「バーチャルネットベンチャー
を作ろう」というテーマで機械学習を用いたウェブサービス

を製作しました。3年生までは基礎的な講義形式の授業が
多い中、この演習では初めて実際にモノを作ったので、講
義形式の授業では得られない、新しい視点を得ることがで
きました。
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仕事をしていると、自分の好きなことばかりができるわけではありません。
ですが、自分が一番エネルギーを注ぎこめるのは、心から興味を持っていることだ、
と私は実感しています。困ったとき、悩んだときに自分が好きなことに立ち戻って、
できる限り好きなことに取り組んでもらいたいと思います。

仕事をしていると、自分の好きなことばかりができるわけではありません。
ですが、自分が一番エネルギーを注ぎこめるのは、心から興味を持っていることだ、
と私は実感しています。困ったとき、悩んだときに自分が好きなことに立ち戻って、
できる限り好きなことに取り組んでもらいたいと思います。

栗城 周平 さん
計数工学科
数理情報工学コース
統計情報学研究室
学部4年

秘密計算技術の例：
通信内容をうまく工夫すると、二人の入力値を
互いに秘密にしたまま、入力値が等しいか否
かだけを知ることができる。

interviewer：米澤 実保
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工学部の様々な学科で研究されている技術により、
私たちにとって身近な「スポーツ」はどのように変わっていくのでしょうか。

S p o r t s

■機械情報工学科
　SFでは私たち人間と同じような形をしたロボット

が度々登場してきます。彼らと共に暮らす未来を想像したこと
のある人も多いのではないでしょうか。機械情報工学科では、人間
のように滑らかに動く人型ロボットについて研究が行われています。
　人間にはたくさんの関節があり、その周りにある筋肉をゆるめたり、
引っ張ったりすることで、手足を自在に動かすことができます。また、関節
には軟骨があり、それにより柔らかい動きをすることができます。そのよう
な人間の骨格構造をまねることで、従来のロボットにはできなかった、人
間そっくりの滑らかな動きができるロボットが研究されています。
　もしかしたら、近い将来、人間のように動くことができるロボットた
ちとスポーツを楽しむ、そんなこともできるようになるかもしれま
せんね。

■建築学科
　普段何気なく過ごしている建築物にはたくさん

の工夫が隠れています。例えば、窓ひとつとっても、窓の
位置や向き、形状などで、部屋に光が当たる時間帯や量、風の
通り道が大きく変わります。中でも、窓の辺の長さの縦横比を変
数として、どのような形状の建築物が光や風といった自然の条件を
最大限活用できるかをシミュレーションした研究があります。最適な
建築物になれば、快適に日々を過ごせるだけでなく、空調を使う機会
が減るので光熱費などの出費が減ることにもつながります。実際、
スポーツを行う競技場は、風通しを計算して、快適にスポーツ観
戦ができるように設計されています。人にも環境にもお財布
にも優しい持続可能な社会はこのようなところからも構
築されているのです。

■電気電子工学科
　近年、人工知能が搭載されたロボットが注目さ

れており、そのための更なるコンピューティング能力の向
上が必要とされています。電気電子工学科では、AI・IoT時代
を支える次世代半導体デバイスの研究を進めています。
　過去40年以上、チップあたりのトランジスタ数を増大させながら
性能の向上を図ってきました。しかし半導体微細化は物理的限界に
近づきつつあるため、現在では、世界中で半導体微細化に依らずに大
規模集積回路の性能向上を可能とする次世代コンピューティングに
関する研究が活発化しています。
 遠くない未来には、人間のように周りの状況を見て、自ら考
えて動くことができるロボットたちとスポーツで真剣に
戦っているかもしれません。

■計数工学科
　人間の脳は非常に高い順応性を持ちます。これは、

これまで開発されてきたコンピュータと大きく異なる点の一つ
です。人間の脳は非常に多くの感覚器官と運動制御機能を用いて、
外界との情報をやり取りします。感覚器官からの情報の流れは一方向で
はなく、多数の神経細胞により情報がやり取りされ、並列に処理されてい
きます。そのため、人間は実環境を正確に認識し、柔軟に対応することができ
るのです。
　脳が持つ感覚と運動の統合機能に注目し、人間のような高い環境適応力を
発揮できるシステムの研究が行われています。現在は、特に人間の運動機能
の中でも重要な役割を果たしている、「手」に注目された研究がされてお
り、従来のロボットの性能をはるかに超える、ロボットハンドシステムが
構築されつつあります。こうしたハンドシステムはヒューマノイドロ
ボットの手としてだけでなく、工場での微細な部品の組み立
てなど、多くの場面での活躍が期待されます。


